
（別紙３）

～ 2025年11月15日

（対象者数） 21 （回答者数）
21

～ 2025年12月13日

（対象者数） 10 （回答者数）
10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

説明する力を保護者の方からもっと高めて欲しいという要望

が多く、基礎の語彙力を学習し、自分の気持ちの表現、状況

の説明、時系列の説明など、伝える力の向上に努めたい。

2

プログラム活動および普段からの集団活動にて、相手にわか

りやすく、かつ自分の気持ちもきちんと伝えられることを教

えていきたい。

3

交通機関の練習について、練習の前段階で、電車やバスのマ

ナーであったり、お金の計算であったり、付随する情報、練

習を教えていきたい。

施設見学は、現利用されている児童の状況、例えば住所から

実際に通えるかもしれない範囲の施設を選定する。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

全く地域との関わりがないのは災害時にリスクになるため、

管理者が地域の清掃活動に参加するなど、自治体との関わり

を持っている。

2

3

ご利用対象児童を、小学生5年生以上から高校生までとし、学

習やコミュニケーションスキルの向上など様々なプログラム活

動を実施している。

学習する流れを作り、宿題や公文式学習を通して基礎学力を高

め、ＳＳＴや語彙力学習などを取り入れコミュニケーションス

キルの向上を行っている。

また、理学療法士、作業療法士がおり、専門的実施訓練を行っ

ている。

高校受験をする中学生の児童が多いことから、受験対策を行う

ことで、学習を深めたり、面接練習で自分の考えを伝える力を

養うことや作業検査の練習で、細かい作業や仕訳作業などの力

を養う。

受験に向けてただ受験対策をするのではなく、塾ではないので

将来社会に出ても必要な、例えば面接練習では、相手の質問を

しっかり理解し、自分の考えをわかりやすく言葉で表現する力

を育むように関わっている。また、聞き取り問題や作文問題を

通して、聞き取る力、自分の考えを文章化する力も養う。

中高生が多いこともあり、保護者より交通機関の練習や高等部

卒業後を見据え、就労系の施設見学などのご要望があり、実施

している。

スタッフと一緒に電車やバスに、例えば受験予定の高校を想定

して自宅からの報復練習を企画している。

また、主に特別支援学校の高等部を卒業される方を対象に、就

労移行施設の見学会を企画している。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域の子どもたちとの交流する機会が少ない。 地域での生活を考えると交流の必要性を感じるが、児童本人の

地元ではなく、また利用していることが保護者からすると不特

定多数の方に広く知られるため、ややセンシティブになる。

思春期の児童が多く、自分を知られたくないとはっきり言われ

る児童も多い。

2025年11月25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年１月15

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 Alucu2号館

○保護者評価実施期間
2025年10月25日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


